
資料№23 

長谷牡丹園管理運営事業の今後の予定について 

 

産業文化部 農政課 

１ 市立長谷牡丹園について 

約 1,000 年の歴史を誇る本市園芸産業の一翼を担うものとして、古くから全国各地

へ牡丹が出荷されてきた。それら全国の牡丹にゆかりのある地より、里帰りや文化交流

を目的とした牡丹の提供を記念し、長谷牡丹園（里帰り牡丹園）が整備され、2001年 4

月から運営が開始されている。 

 

２ 現状について 

長谷牡丹園の現指定管理者である「長谷牡丹園芸組合」が、組合員の高齢化等を理由

として本年度をもって運営から退くことを決定したため、運営継続のため来年度以降

の指定管理者の候補となる団体を選定する準備を進めている。民間事業者からの見積

もりでは現在の約 2 倍の運営費用が見込まれるため、西谷地域で活動している団体を

候補者として検討している。 

 

３ 今後の予定について 

今年度中に現指定管理者からの引継ぎも含めて、新指定管理者の候補者としての能

力などを見極め、地元への説明などにより引き続き、新指定管理者への理解と協力など

が得られるよう合意形成を図っていく。 

 


